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News!

優秀な成績の農機センター職員を表彰
士気向上と提案活性化へ 宮城県本部

　
宮
城
県
本
部
は
、Ｊ
Ａ
農
機
職
員
の
士
気
向
上
と
組
合
員
に
向
け
た

提
案
活
動
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た「
Ｊ
Ａ
農
機
拡
大
一
斉
推
進
運
動

成
果
発
表
大
会
」を
5
月
30
日
に
Ｊ
Ａ
ビ
ル
宮
城
で
開
催
し
、Ｊ
Ａ
農
機

セ
ン
タ
ー
職
員
・
メ
ー
カ
ー
総
勢
72
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、前
年
度
の
年
間

実
績
で
、総
合
Ｊ
Ａ（
会
社
）・

個
人
・
メ
ー
カ
ー
別
・
Ｊ
Ａ
推

薦
・
共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン
の
五

つ
の
部
門
で
特
に
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
農
機
セ
ン
タ
ー
職
員
、

Ｊ
Ａ（
会
社
）を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
「
共
同
購
入
コ
ン
バ
イ
ン
提

案
活
動
表
彰
式
」で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
登
米

の
鈴
木
和
稔
農
業
機
械
課
長
は

「
農
機
部
門
だ
け
で
は
な
く
、営

農
・
金
融
・
Ｔ
Ａ
Ｃ
部
門
が
密

に
連
携
し
、組
合
員
に
最
適
な

提
案
を
図
る
地
道
な
活
動
が
実

を
結
ん
だ
」と
話
し
ま
し
た
。

　

宮
城
県
本
部
は
、農
機
事
業

を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
通
じ
、今
後
も
提
案
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　
主
要
部
門
の
最
優
秀
賞
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
総
合
Ｊ
Ａ（
会
社
）＝
い

し
の
ま
き
▽
個
人
推
進
の
部
＝

遠
藤
彰
寛（
み
や
ぎ
登
米
）▽

個
人
修
理
整
備
の
部
＝
狩
野
博

（
新
み
や
ぎ
サ
ー
ビ
ス
）▽
個
人

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
の
部
＝
尾
形
優

樹（
加
美
よ
つ
ば
）、佐
々
木
遥
輝

（
新
み
や
ぎ
）▽
共
同
購
入
コ
ン

バ
イ
ン
＝
山
田
喜一（
新
み
や
ぎ
）

共同購入コンバイン部門
ＪＡみやぎ登米事例報告

個人部門推進の部
受賞者集合写真

News!

モーっと山形県産牛乳を飲もう
「牛乳月間」にJR駅で高校生にPR 山形県本部

　
山
形
県
牛
乳
普
及
協
会（
事
務
局
：
J
A
全
農
山
形
）は
6
月
2

日
、J
R
山
形
駅
と
赤
湯
駅
で「
牛
乳
月
間
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
登

校
中
の
高
校
生
に
県
産
牛
乳
2
0
0
㍉
㍑
と
牛
乳
月
間
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
、
山
形
駅
で
4
0
0
セ
ッ
ト
、
赤
湯
駅
で
2
0
0
セ
ッ
ト

配
布
し
ま
し
た
。

　

世
界
各
地
で
乳
牛
の
放
牧
が

始
ま
る
こ
と
か
ら
、国
連
食
糧
農

業
機
関（
F
A
O
）は
6
月
1
日

を「
世
界
牛
乳
の
日
」と
定
め
て

お
り
、そ
れ
に
合
わ
せ
て
日
本
で

も
6
月
を「
牛
乳
月
間
」と
し
て

い
ま
す
。

　

学
校
給
食
が
終
了
し
、牛
乳

を
飲
む
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

高
校
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、コ
ロ

ナ
禍
の
2
0
2
0
年
と
21
年
を

除
き
、07
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
山
形
駅
で
は
、「
6
月
は
牛
乳

月
間
！
毎
日
、県
産
牛
乳
を
飲

も
う
」と
呼
び
か
け
、牛
の
帽
子

や
着
ぐ
る
み
を
着
用
し
た
同
協

会
事
務
局
と
山
形
県
J
A
女

性
組
織
協
議
会
員
の
他
、

山
形
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

「
言こ

と
だ
ま霊

戦
士
ヤ
ン
バ
イ

ダ
ー
」も
牛
柄
の
マン
ト
で

応
援
に
駆
け
付
け
、県
産

牛
乳
の
消
費
拡
大
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、子
育
て
世
代

向
け
イ
ベ
ン
ト
で
の
県
産

牛
乳
配
布
な
ど
を
通
し

て
、県
産
牛
乳
の
P
R
を

積
極
的
に
行
い
、消
費
拡

大
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

JR赤湯駅前でパンフレットと牛乳を配布
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サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
後
に
は
バ
ー

ベキ
ュ
ー
を
行
い
、広
島
血
統
和
牛

「
侍
b
e
e
f
元
就
」、広
島
県

民
米「
あ
き
ろ
ま
ん
」、キ
ャ
ベ
ツ

や
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
広
島
県
産
農

畜
産
物
を
県
本
部
が
提
供
。参

加
者
か
ら「
広
島
の
お
い
し
い
食

材
を
こ
れ
か
ら
も
食
べた
い
」と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
広
島
県
本
部
で
は
今
後
も
、地

元
で
活
躍
す
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
広
島
の
食
で
応
援
す
る
と
と
も

に
、広
島
県
産
農
畜
産
物
の
魅

力
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

News!

News!

農業資材店舗のレイアウトを研修

プロ自転車チームとBBQイベント

陳列を見直し、商品の魅力を引き出す売り場に

広島県産農畜産物を提供し魅力を発信

岡山県本部

広島県本部

　

岡
山
県
本
部
は
6
月
4
日
、J
A
晴
れ
の
国
岡
山
で
資
材
店
舗

の
販
売
力
強
化
を
目
的
と
し
、
商
品
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
の

「
V
M
D
（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）研
修
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
広
島
県
本
部
は
5
月
31
日
、昨
年
度
か
ら
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
応

援
し
て
い
る
、地
元
広
島
の
プ
ロ
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
チ
ー
ム「
ヴ
ィ

ク
ト
ワ
ー
ル
広
島
」と
共
に
三
原
市
で
B
B
Q
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

外
部
講
師
を
招
い
て
、
午
前

の
座
学
と
午
後
の
実
践
の
２
部

構
成
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

午
前
は
V
M
D
の
基
本
理
論
を

豊
富
な
多
店
舗
の
事
例
を
通
じ

て
学
び
ま
し
た
。
午
後
は
実
際

に
営
業
し
て
い
る
店
舗
へ
移
動

し
、
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
売

り
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

来
店
客
の
視
線
を
集
め
、
店

内
を
回
遊
し
て
も
ら
う
た
め

の「
マ
グ
ネ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」づ

く
り
を
テ
ー
マ
に
、
実
際
の
商

　
【
J
A
全
農
ひ
ろ
し
ま
B
B
Q

サ
イ
ク
リ
ン
グ
i
n
中
央
森
林

公
園
〜
広
島
大
会
の
コ
ー
ス
、

走
っ
て
み
ん
？
う
ま
い
広
島
の
食

も
堪
能
し
よ
う
！
〜
】と
題
し

て
、参
加
者
44
人
と
ヴ
ィ
ク
ト

ワ
ー
ル
広
島
の
選
手
が
、サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。コ
ー

ス
は
、７
月
5
日
に
開
催
さ
れ
た

「
J
B
C
F 

2
0
2
5 

山
陽
建

設 

広
島
三
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」と

同
じ
も
の
で
し
た
。県
本
部
職
員

も
参
加
し
、イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

品
を
使
い
な
が
ら
工
夫
し
た
陳

列
を
行
い
ま
し
た
。
陳
列
を
実

践
す
る
際
に
は
職
員
同
士
の
活

発
な
意
見
交
換
も
行
わ
れ
、
商

品
の
陳
列
を
見
直
し
た
売
り
場

は
、
商
品
の
良
さ
が
格
段
に
伝

わ
る
魅
力
的
な
空
間
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
が
B

 

e

 
f
 o 

r
e
・
A
f
t
e
r
の
劇
的
な

変
化
を
体
感
し
、V
M
D
の
効

果
を
実
感
す
る
有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

BBQサイクリングイベントの参加者集合写真

参加者と一緒にバーベキューを楽しむ柴田雅
之キャプテン

座学研修で事例を学習

店舗研修でレイアウト改善に挑戦
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費
地
ま
で
、
年
間
を
通
じ
て
量
・
価
格

の
両
面
で
安
定
的
に
供
給
す
る
役
割
が

一
層
発
揮
で
き
る
よ
う
、
J
A
・
お
取
引

先
様
の
ご
理
解
・
協
力
の
下
、
今
後
と

も
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
、
関
西
地
区
で
の
現
地
視
察

会
・
記
者
説
明
会
は
初
の
試
み
で
し
た

が
、１４
社
・
27
人
の
メ
ディ
ア
が
参
加（
東

京
は
１７
社
・
26
人
が
参
加
）。
こ
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
全
農
の
考
え
に
つ
い

て
報
道
を
通
じ
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
情
勢
を
的
確
に

捉
え
な
が
ら
、
情
報
発
信
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
精
米
工
場
の
視
察
会
で
は
、
玄
米
の

投
入
か
ら
精
米
工
程
、
袋
詰
め
さ
れ
た

製
品
の
積
み
上
げ
作
業
ま
で
を
公
開
し

ま
し
た
。

　
同
工
場
で
は
、
全
農
が
落
札
し
た
政

府
備
蓄
米
に
加
え
、
随
意
契
約
米
も
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
１
日
当
た

り
約
2
0
0
㌧
、
月
間
で
は
約
5
0
0

0
㌧
を
精
米
し
、
主
に
関
西
圏
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
平
時
の
精
米
量
は
月
約

3
3
0
0
㌧
で
す
が
、
備
蓄
米
の
流
通

開
始
に
伴
い
、
稼
働
日
数
や
時
間
を
拡

大
し
、
稼
働
率
は
1
5
0
％
に
ま
で
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　
視
察
後
は
、
大
阪
J
A
ビ
ル
で
記
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
農
の
金

森
正
幸
常
務
理
事
は「
急
激
な
価
格
高

騰
に
よ
り
、
消
費
者
の
米
離
れ
が
懸
念

さ
れ
る
。
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
を
踏
ま

え
、
生
産
者
が
営
農
を
継
続
で
き
る
と

同
時
に
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
納
得
で

き
る
価
格
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
」「
年
一
作
の
米
の
生
産
地
か
ら
消

　
米
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
日
本
人
の

主
食
で
あ
る
米
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

米
生
産
・
流
通
の
現
状
、
全
農
の
取
り

組
み
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
し
た
。

記者説明会で説明する金森正幸常務理事（右）と
藤井暁米穀部長（左）

撮影会の様子（積み荷）精米が袋詰めされた後、配送先別にロボット
アームで積み上げる。玄米の投入から袋詰めまでは6時間ほどかかる

精
米
工
場
の
現
地
視
察
会・記
者
説
明
会
を
開
催

精
米
工
場
の
現
地
視
察
会・記
者
説
明
会
を
開
催

米
生
産・流
通
の
現
状
、全
農
の
取
り
組
み
説
明

メ
デ
ィ
ア
の
正
確
な
報
道
に
つ
な
げ
る
た
め
に
理
解
を
促
進

米
生
産・流
通
の
現
状
、全
農
の
取
り
組
み
説
明

メ
デ
ィ
ア
の
正
確
な
報
道
に
つ
な
げ
る
た
め
に
理
解
を
促
進

玄
米
か
ら
製
品
ま
で

稼
働
率
は
1
5
0
％
に

玄
米
か
ら
製
品
ま
で

稼
働
率
は
1
5
0
％
に

　全
農
は
6
月
24
日
、
関
西
地
区
の
メ
ディ
ア
を
対
象
に
兵
庫
県
内
に
あ
る
精
米
工
場
の
現

地
視
察
会
・
記
者
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
25
日
に
は
東
京
で
も
記
者
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

撮影会の様子（張り込み）玄米をベルトコンベヤーに投入する「張り込み」と呼ばれる作業。
砥石（といし）で玄米の表面に傷をつけて糠（ぬか）を削りやすくしたあと、米粒を回転させて
削るなど3段階で精米する

納
得
で
き
る
価
格
で

安
定
的
供
給
に
努
力

納
得
で
き
る
価
格
で

安
定
的
供
給
に
努
力

東京での記者説明会の
様子はこちら
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JAいび川
（岐阜県）

概要 2025 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　    　　7670人
准組合員数　　　　    　　6960人
職員数                       242人
販売品取扱高         23億2千万円
購買品取扱高         26億9千万円
貯金残高  　     　1637億8千万円
長期共済保有高     2620億3千万円
主な農産物 米、麦、大豆、
 茶、柿、イチゴ、
 梅など

特
産
柿
の
集
荷
・
販
売
を
強
化

特
産
柿
の
集
荷
・
販
売
を
強
化

選
果
場
整
備
、規
格
外
品
を
活
用

選
果
場
整
備
、規
格
外
品
を
活
用

選
果
場
の
機
能
整
備
工
事
を

実
施
し
、2
0
2
2
年
5
月
に

竣し
ゅ
ん
こ
う工

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
多

く
の
労
働
力
を
割
い
て
い
た
箱

詰
め
作
業
も
機
械
化
し
、
省
力

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

第
10
次
中
期
経
営
計
画（
22

も
有
名
で
す
。

　
J
A
い
び
川
は
、
特
産
品
で

あ
る
柿
の
集
荷
後
の
保
管
場
所

の
増
築
、
ト
レ
ー
式
選
果
機
へ

の
更
新
、
検
査
機
で
形
や
糖
度

な
ど
を
精
密
に
チ
ェ
ッ
ク
し
品

質
の
保
証
に
つ
な
げ
る
た
め
、

品
率
は
低
下
し
ま
し
た
が
、
従

来
は
廃
棄
し
て
い
た
柿
を
規
格

外
品
と
し
て
集
荷
・
販
売
す
る

こ
と
で
、
所
得
の
確
保
に
努
め

ま
し
た
。

　
今
年
度
が
初
年
度
と
な
る
第

11
次
中
期
経
営
計
画
で
は
、
秀

品
集
荷
率
を
改
善
さ
せ
る
目
標

を
立
て
ま
し
た
。
今
後
、
大
野

町
か
き
振
興
会
や
揖
斐
農
林
事

務
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
力

し
、
害
虫
被
害
の
防
止
に
向
け

て
、
防
除
指
導
だ
け
で
な
く
地

域
ぐ
る
み
で
行
う
防
除
対
策
を

呼
び
か
け
ま
す
。
秀
品
集
荷
率

を
今
年
度
は
38
％
、
27
年
度
に

は
45
％
ま
で
向
上
さ
せ
て
い
く

予
定
で
す
。

　

岐
阜
県
の
J
A
い
び
川
は
、

美
濃
地
方
の
西
濃
地
域
の
北
部

に
位
置
し
、
揖い

斐び

郡ぐ
ん

一
円
を
管

内
と
し
て
い
ま
す
。豊
か
な
水
と

自
然
を
生
か
し
た
農
業
を
展
開

し
、
主
要
農
作
物
と
し
て
水
稲
、

麦
、
大
豆
、
イ
チ
ゴ
、
茶
、
柿
な

ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
中
山

間
地
で
は
、
揖
斐
川
町
春
日
地

区
の
薬
草
や
久
瀬
地
区
の
小
菊

〜
24
年
度
）で
、
農
業
者
の
所

得
増
大
に
貢
献
す
る
た
め
、
柿

の
規
格
外
品
の
活
用
拡
大
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
取
扱
量

は
、
22
年
度
は
74
・
4
㌧
、
23

年
度
は
67
・
6
㌧
、
24
年
度
は

2
0
0
・
9
㌧
と
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
24
年
度
は
気
温
が
高
い

時
期
が
長
く
、
雨
天
が
少
な
い

こ
と
で
日
焼

け
被
害
や
着

色
む
ら
が
発

生
。
ま
た
、
果

樹
カ
メ
ム
シ

被
害
が
多
発

し
た
こ
と
で

規
格
外
品
が

増
加
し
ま
し

た
。

　

23
年
度
と

比
較
し
て
正

最新の施設で特産の柿の選果に取り組む選果員

2022年に大規模リニューアル工事を行った
果実共同選果場

関
係
機
関
と
協
力
し

関
係
機
関
と
協
力
し

秀
品
集
荷
率
の
向
上
へ

秀
品
集
荷
率
の
向
上
へ

保
管
場
所
を
増
築
し

保
管
場
所
を
増
築
し

選
果
機
も
高
性
能
に

選
果
機
も
高
性
能
に

規
格
外
品
の
活
用
も
重
点

規
格
外
品
の
活
用
も
重
点

取
扱
量
を
年
々
増
や
す

取
扱
量
を
年
々
増
や
す

愛知県

石川県
富山県

福井県

岐阜県
長
野
県

滋
賀
県

9月から12月までさまざまな品種の柿栽培に取り組
んでいる
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B
B
肥
料
の
魅
力
と
は
！？

　石川テレビ放送のアナウンサーを経て現在は
フリー。野菜を作るアナウンサー「ベジアナ」と
して家庭菜園歴は25年。農ジャーナリストとし
て、都市農村交流や、生産と消費のフェアな関
係をテーマに全国で取材、講演、シンポジウム
での司会やコーディネーターなどを行う。日本農
業新聞ほかでコラム連載中。農林水産省・世
界農業遺産等専門家会議委員なども務める。小谷あゆみさん

農ジャーナリスト･フリーアナウンサー

小
谷
さ
ん
が
取
材
報
告

今回の取材の
様子をまとめた
動画はこちら

モ
ロ
ッ
コ
か
ら
や
っ
て
き
た
原
料

環
境
に
や
さ
し
い
低
コ
ス
ト
肥
料
に

最
初
に
訪
ね
た
の
は
、
茨
城
県

鹿
嶋
市
と
神
栖
市
に
ま
た
が
る

鹿
島
港
。
国
内
は
も
と
よ
り
世
界

か
ら
貨
物
船
が
寄
港
し
ま
す
。
4

月
の
あ
る
日
、モ
ロ
ッ
コ
か
ら
2
カ

月
以
上
か
け
て
、
リ
ン
安
と
リ
ン

鉱
石
3
万
4
0
0
0
㌧
を
積
載

し
た
大
型
貨
物
船
ブ
レ
イ
ブ
ス
タ
ー

（
B
R
A
V
E 
S
T
A
R
）
が
着

岸
し
ま
し
た
。2
月
に
モ
ロッコ
を
出

航
し
、西
日
本
の
二
つ
の
港
を
経
て
、

国
内
3
番
目
の
寄
港
地
が
鹿
島
で

す
。取
材
許
可
を
得
て
、荷
揚
げ
中

の
貨
物
船
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

貨
物
庫
を
上
か
ら
の
ぞ
く
と
、

巨
大
な
砂
山
に
見
え
る
の
は
、

6
0
0
0
㌧
の
リ
ン
安
で
す
。
大
き

皆
さ
ん
、B
B
肥
料
っ
て
ご
存

じ
で
す
か
？　

Ｂ
Ｂ
と
は
、
Ｂｕ
ｌ

ｋ（
粒
） 

Ｂ
ｌｅｎ
ｄ
ｉｎｇ
（
配
合
）

の
略
で
、
原
料
を
化
学
合
成
せ
ず

粒
の
ま
ま
ブ
レ
ン
ド
し
た
肥
料
の
こ

と
で
す
。一
般
的
な
「
化
成
肥
料
」

が
、
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
ウ
ム
な

ど
の
原
料
成
分
に
熱
を
加
え
る
な

ど
の
処
理
を
し
て
生
成
す
る
の
に

対
し
て
、B
B
肥
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
原
料
を
粒
（
バ
ル
ク
）の
ま
ま
配

合
（
ブ
レ
ン
ド
）す
る
の
で
、
製
造
工

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
15
県
に
18
の
Ｂ
Ｂ
肥
料

（
粒
状
配
合
肥
料
）工
場
が
あ
り
ま
す
。「
地
球
環
境
に
や
さ
し
く
、
生
産
現

場
の
使
い
や
す
さ
に
も
対
応
し
た
Ｂ
Ｂ
肥
料
」。肥
料
工
場
や
肥
料
を
愛
用

す
る
生
産
者
を
取
材
し
た
小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
が
、Ｂ
Ｂ
肥
料
の
魅
力
を
報
告

し
て
く
れ
ま
し
た
。

程
に
か
か
る
手
間
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
が
少
な
く
、エ
コ
な
肥
料
だ
と

言
え
ま
す
。

工
場
か
ら
生
産
者
ま
で
訪
ね
ま
し
た

な
ク
レ
ー
ン
は
ま
る
で
巨
大
な
Ｕ
Ｆ

Ｏ
キ
ャッ
チ
ャ
ー
で
砂
を
つ
か
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。ひ
と
つ
か
み
、

お
よ
そ
７
㌧
。
ク
レ
ー
ン
作
業
１

回
分
で
10
㌧
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
は
、

ほ
ぼ
満
杯
で
す
。

リ
ン
安
を
載
せ
た
ダ
ン
プ
が
向

か
う
の
は
、港
か
ら
1
㌔
の
全
農
グ

リ
ー
ン
リ
ソ
ー
ス
㈱
鹿
島
支
店
。
肥

料
原
料
の
保
管
業
務
な
ど
を
行
う

事
業
所
で
す
。
倉
庫
の
中
で
、
原

料
を
手
に
取
る
と
、
砂
の
よ
う
に

鹿島港に入港している貨物船見
え
て
い
た
の
は
直
径
2
～
４
㍉
の

粒
々
で
す
。
全
農
耕
種
資
材
部
肥

料
課
の
手
代
木
大
地
さ
ん
に
伺
い

ま
し
た
。

「
こ
ち
ら
が
モ
ロッコ
産
の
肥
料
原

料
、リ
ン
安
で
す
。Ｂ
Ｂ
肥
料
は
、こ

う
いっ
た
粒
状
の
肥
料
原
料
を
混
ぜ

合
わ
せ
る
だ
け
で
容
易
に
作
れ
る
の

で
、原
料
の
配
合
を
変
え
れ
ば
、
各

地
域
、作
物
、土
壌
に
適
し
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
肥
料
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
」

粒
の
ま
ま
配
合

〝
エ
コ
な
肥
料
〟

鹿
島
港
の

大
型
貨
物
船
に
潜
入

オーダーメイドの BB 肥料
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B
B
肥
料
の
魅
力
と
は
！？

　石川テレビ放送のアナウンサーを経て現在は
フリー。野菜を作るアナウンサー「ベジアナ」と
して家庭菜園歴は25年。農ジャーナリストとし
て、都市農村交流や、生産と消費のフェアな関
係をテーマに全国で取材、講演、シンポジウム
での司会やコーディネーターなどを行う。日本農
業新聞ほかでコラム連載中。農林水産省・世
界農業遺産等専門家会議委員なども務める。小谷あゆみさん

農ジャーナリスト･フリーアナウンサー

小
谷
さ
ん
が
取
材
報
告

今回の取材の
様子をまとめた
動画はこちら

次
に
訪
ね
た
の
は
、
栃
木
県
宇

都
宮
市
に
あ
る
㈱
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
と

ち
ぎ
で
す
。
倉
庫
に
は
モ
ロッコ
産
の

リ
ン
安
と
は
別
に
、
中
国
産
の
リ
ン

安
の
山
も
見
え
ま
し
た
。
海
外
情

勢
が
不
透
明
と
な
っ
て
い
る
状
況
の

中
、安
定
供
給
を
使
命
と
し
て
い
る

全
農
は
、リ
ス
ク
ヘッ
ジ
の
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
国
か
ら
分
散
し
て
輸
入

し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
の
生
産
ラ
イ
ン

に
は
、
混
合
機
を
経
て
袋
詰
め
す

る
包
装
機
が
あ
り
、
制
御
室
で
は

製
造
工
程
の
流
れ
を
確
認
す
る
ほ

か
、
配
合
比
率
を
変
え
る
操
作
も

で
き
ま
す
。
完
成
し
た
た
ば
か
り
の

肥
料
「
フ
ァ
イ
ト
０
５
５
」の
袋
の

中
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
気
に

な
る
の
は
、
配
合
む
ら
が
で
き
て
い

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
⋯
⋯
、

手
に
取
っ
て
み
る
と
、
数
種
類
の
原

料
が
ま
ん
べ
ん
な
く
混
ざ
り
合
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
と
ち
ぎ
肥
料
部
の

伊
澤
卓
也
さ
ん
に
よ
る
と
、混
合
機

で
均
一
に
配
合
す
る
よ
う
チェッ
ク
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、B
B

肥
料
の
特
徴
は
「
化
成
肥
料
と
違
っ

て
、
燃
料
も
使
い
ま
せ
ん
し
、工
業

用
水
も
使
い
ま
せ
ん
の
で
、
環
境
に

や
さ
し
い
の
も
特
徴
で
す
。
ま
た
、

工
場
も
簡
易
で
、
大
規
模
な
施
設

も
必
要
な
い
た
め
、
製
造
工
程
上
、

低
コ
ス
ト
で
肥
料
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」と
の
こ
と
。

実
際
に
B
B
肥
料
を
使
っ
て
い

る
農
家
を
訪
ね
ま
し
た
。
宇
都
宮

市
の
黒
瀬
勇
磨
さ
ん
は
、
就
農
4

年
目
。
ビ
ー
ル
大
麦
の
面
積
70
㌶
。

J
A
う
つ
の
み
や
管
内
屈
指
の
生

産
量
を
誇
り
、
祖
父
か
ら
引
き
継

い
だ
営
農
組
合
で
組
合
長
を
務
め

て
い
ま
す
。
効
率
よ
く
圃ほ

じ
ょ
う場
を
管

理
す
る
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム「
Z
―

G
I
S
」を
導
入
し
、地
域
の
水
田

を
引
き
受
け
て
い
る
頼
も
し
い
存
在

で
す
。

黒
瀬
さ
ん
は
去
年
、
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
の
B
B
肥
料
を
作
り
ま
し

た
。
石
灰
と
肥
料
を
2
回
に
分
け

て
ま
く
手
間
を
一度
に
し
よ
う
と
い

う
の
が
狙
い
で
し
た
が
、
そ
の
際
に

行
っ
た
土
壌
診
断
に
よ
り
、リ
ン
酸

が
適
正
値
よ
り
低
い
こ
と
が
分
か

り
、リ
ン
酸
を
多
め
に
配
合
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
肥
料
を
作
り
ま
し
た
。

黒
瀬
さ
ん
に
効
果
を
伺
う
と
、

「
施
肥
作
業
が
1
回
に
な
っ
た
こ

と
加
え
て
、
収
穫
量
が
上
が
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
一
番
大
き
か
っ
た
で

す
」と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
茎

数
を
増
や
す
「
分
げ
つ
」に
必
要
な

リ
ン
酸
が
十
分
行
き
わ
た
っ
た
こ
と

で
、
収
量
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
た
の

で
す
。
青
々
と
し
た
穂
が
揺
れ
る
大

麦
畑
を
見
渡
し
な
が
ら
黒
瀬
さ
ん

は
、「
田
ん
ぼ
を
余
ら
せ
ず
に
引
き

受
け
て
、
見
渡
す
限
り
の
大
麦
畑

に
し
て
い
き
た
い
」と
夢
を
語
って
く

れ
ま
し
た
。

環
境
、
生
産
効
率
、
意
欲
向
上

に
も
つ
な
が
る
Ｂ
Ｂ
肥
料
、 

も
っ
と

広
ま
って
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

BB 肥料の原料リン安の前でインタビュー

ビール大麦生産者の黒瀬さん

（左から）JA グリーンとちぎの伊澤さん、小谷さん、黒瀬さん、全農耕種資材
部の手代木さん、JA グリーンとちぎの稲葉洋介部長

宇
都
宮
市
で

混
合・袋
詰
め

使
っ
て
収
量
ア
ッ
プ

面
積
拡
大
へ

【
本
編
】
Ｂ
Ｂ
肥
料
の
魅
力
と

は
！？
／
小
谷
あ
ゆ
み
が
紡
ぐ 

全
農
ス
ト
ー
リ
ー
（
Ｐ
Ｒ
）
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JAみやざき Tege Mahalo

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

　今や宮崎を代表する果物となった完熟マンゴー。トロピカ
ルで濃厚な甘みが多くのファンを魅了しています。
　収穫前になると実にネットをかぶせ、完熟するまで
「じーっ」と待ちます。そして、完全に熟れネット内にポトリと
自然に落下したものを収穫しています。
　中でも「太陽のタマゴ」は糖度１５度以上、大玉で傷がなく
着色が良いなど、厳しい検査基準をクリアしたマンゴーだけ
に贈られる称号です。
　生産者が手間と愛情をかけて大切に育てたマンゴーをお
届けします。常夏を想像させる香りと食感をぜひご賞味くだ
さい。

発行／全国農業協同組合連合会　2025年（令和7年）7月7日発行（毎週月曜日発行）
第3510号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

採用専用ページを開設、企業ムービーも掲載

JA全農青果センター  ＨＰリニューアルJA全農青果センター ＨＰリニューアル

　JA全農青果センター㈱は、5月30日に新たな会社ホームペー
ジを公開しました。採用専用ページも開設し、就活生向けのムー
ビーを掲載しています。                   【ＪＡ全農青果センター㈱】

『ＪＡ全農トピックス』の公式
Xはこちらから

伊藤園×ニッポンエール 梨農家を応援

　「にっこり梨」は、「新高」と「豊水」を掛け合わせた栃木県オリジナル品種。大ぶりな形状が
特徴で、果肉は糖度が高く、ジューシーな味わいを楽しめます。
　「ニッポンエール 栃木県産にっこり梨SODA」は、「にっこり梨」の甘さを味わえる思わず
にっこりしてしまうおいしさの炭酸飲料（果汁1%）です。
　パッケージには、実りある栃木の梨園をイラストで描くことで、1玉ずつ丁寧に収穫する生
産者の温かみを伝えています。生果の販売拡大を願い、この製品を全国にお届けすることで、
「にっこり梨」農家の皆さまを応援します。

　制作期間はおよそ10カ月。2024年に新設した広報室が中心と
なって制作しました。企業情報や事業紹介だけでなく、JAグループの
販売会社としての使命や、「農」と「食」に対する思いをより視覚的に
表現することにこだわりました。
　ホームページと企業ムービーには、会社の従業員だけでなく、産地
や販売先の方々も登場します。非常にたくさんの方に協力をいただ
いて完成することができました。
　JA全農青果センターは今後もさまざまな活動を通じて、企業価値
の向上と農業への貢献に取り組んでいきます。

　全農と株式会社伊藤園は「ニッポンエール 栃木県産にっこり梨SODA」を共同開発し、
伊藤園から全国の量販店で７月７日に発売します。　　　　　 【営業開発部・栃木県本部】

「栃木県産にっこり梨 SODA」7日発売

7月7日発売の
「ニッポンエール 栃木県産にっこり梨SODA」

HPリニューアルに合わせて作成したポスター

YouTubeは
こちらから

HPはこちらから

みやざき完熟マンゴー「太陽のタマゴ」（3L）
9300円（税込み）

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局） 毎週土曜日13：00〜13：55 
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！
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